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CSR 調達・人権問題への取組み 

 

ヤマト インターナショナルグループ（以下、「当社」といいます。）は、 

「ものを創り 人を創り お客様と共に心豊かな毎日を創る」というミッションのもと、いつ

の時代でもお客様に求められ続ける真のブランド創りを実現することで、事業および企業

の持続的成長を目指しています。 

 

当社は 2021年 8月 6日に公表いたしました「人権方針の制定に関するお知らせ」に基づき

人権尊重の取り組みを進めており、2021 年度より以下の手順で CSR 調達・人権問題に関

するサプライチェーンの管理を行っております。 

 

1．主要第一次サプライヤーに対して当社の人権方針について説明。 

 

2．主要第一次サプライヤーに対して生産地及び生産工場の状況についてヒアリングを実施。 

 

3．主要第一次サプライヤーに対して CSR調達・人権方針アンケートを実施。 

 

4．上記 1．2．3．の年次毎実施による継続的なサプライチェーンの管理および改善。 

 

 

CSR 調達・人権方針アンケートの実施概要 

 

主要第一次サプライヤーに対し CSR調達・人権方針アンケートを実施しました。調査項目

は CSR及び人権問題に関わる５つの主要項目から構成されております。 

 

対象サプライヤー：当社と取引のある企業（主要第一次サプライヤー） 

 

調査項目：（1）CSR にかかわるコーポレートガバナンス、（2）人権、（3）労働、（4）環境、

（5）サプライチェーン、計 5項目（計 50設問） 

※第 2回目まであった「地域社会との共生」の項目に代えて、第 3回目から新たに「環境」

に対する取組み等に関する設問を追加致しました。 
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調査結果 

調査の結果、全体の平均得点率は、昨年度の調査より低い 84%となりました。これは前記

記載のとおり設問内容に変更・追加があり、「環境」についての広範な質問項目を追加した

ところ、当該項目についての得点が全般的に低かったことが主な要因であると考えられま

す。「環境」に対しましては、各社とも真摯に取り組んでいる姿勢は見られましたが、「人

権」・「労働」への対応と比較すると、まだ遅れている状況が確認されましたので今後の課題

であると認識しております。 

その他、「労働」の項目においては 98.5%と昨年よりさらに高い得点率となりましたが、「労

働」、「環境」以外の項目につきましては、昨年度の調査結果と比較し、若干の平均得点率の

低下がみられました。これは、対象サプライヤーに新たに追加した 1 社の得点が相対的に

低かったことが要因であると考えられます。 

ご回答いただいた主要第一次サプライヤーに対しては、本調査結果を送付し、各社において

改善すべき項目を改善いただくことをお願いしております。 
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今後の実施について 

 

主要第一次サプライヤーへの CSR調達・人権方針アンケートを年次毎に実施することによ

り、状況を把握し、改善が必要と考えられる項目については、サプライヤーとの対話により

改善を図ってまいります。 

これらの取組みを繰り返し、サプライチェーンの管理を徹底してまいります。 

以上 
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